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近
年
、Ｊ
Ｒ
九
州
の「
な
な
つ
星
in
九
州
」、Ｊ
Ｒ
四
国
の「
伊
予
灘
も
の
が
た

り
」、い
す
み
鉄
道
の「
レ
ス
ト
ラ
ン
・
キ
ハ
」等
、観
光
列
車
が
と
て
も
人
気
を
博

し
て
い
ま
す
。観
光
列
車
の
人
気
ぶ
り
は
、通
勤
・
出
張
等
、他
の
目
的
の
達
成
手

段
と
し
て
鉄
道
を
利
用
す
る
派
生
的
需
要
が
中
心
の
鉄
道
に
お
い
て
、列
車
に
乗

る
こ
と
自
体
を
目
的
と
し
た
本
源
的
需
要
の
掘
り
起
こ
し
が
、新
た
な
価
値
の
創

出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

鉄
道
は
、安
全
性
が
高
く
環
境
や
高
齢
社
会
に
優
し
い
、定
時
性
に
優
れ
高
速

大
量
輸
送
が
可
能
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、①
利
用
者
の
安
全
・
快
適
な
移
動
、通

勤
通
学
や
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
安
全
な
足
の
確
保
、②
沿
線
地
域
の
活
性
化

や
観
光
振
興
等
、地
域
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
、③
経
済
・
社
会
活
動
の

発
展
の
基
礎
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、安
定
的
・
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
等
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。鉄
道
に
お
け
る
前
述
の
よ
う
な

新
た
な
価
値
の
創
出
は
、鉄
道
が
こ
れ
ら
の
役
割
を
果
た
し
て
こ
そ
、意
義
が
あ

る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
担
当
す
る
鉄
道
助
成
で
は
、こ
う
し
た
鉄
道
の
特
性
・
役
割
、環
境
・
安

全
・
防
災
へ
の
対
策
、人
口
減
少
等
鉄
道
を
め
ぐ
る
諸
課
題
等
を
踏
ま
え
、整
備
新

幹
線
や
主
要
幹
線
鉄
道
、都
市
鉄
道
、地
域
鉄
道
の
整
備
と
安
全
・
防
災
対
策
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
鉄
道
駅
総
合
改
善
事
業
費
補
助
」は
、「
総
合
改
善
事
業
」、「
形
成

計
画
事
業
」、「
大
規
模
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
」の
３
事
業
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。こ
の
う
ち
、「
総
合
改
善
事
業
」は
鉄
道
利
用
者
の
安
全
性
や
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、鉄
道
駅
の
改
良
と
土
地
区
画
整
理
事
業
等
都
市
側
の
事
業
と
を
一

体
的
に
行
い
、駅
機
能
を
総
合
的
に
改
善
す
る
事
業
で
す
。「
形
成
計
画
事
業
」は

既
存
鉄
道
駅
の
改
良
に
あ
わ
せ
て
、保
育
施
設
等
生
活
支
援
機
能
と
の
一
体
的
な

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
鉄
道
駅
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。「
大
規
模
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
」は
、高
齢
者
や
障
害
者
等
の
要

配
慮
者
の
避
難
・
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
る

事
業
で
あ
り
、平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
事
業
を
対

象
と
す
る
本
補
助
制
度
は
、阪
神
電
気
鉄
道
本
線
甲
子
園
駅
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
根
岸

線
関
内
駅
、し
な
の
鉄
道
線
屋
代
駅
等
、全
国
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、鉄
道
助
成
で
は
、地
域
鉄
道
を
支
援
す
る
た
め
、助
成
制
度
の
理
解
促
進

に
つ
な
が
る「
鉄
道
助
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
配
布
や
地
域
鉄
道
事
業
者
の
方
へ

の「
ア
ド
バ
イ
ス
事
例
集
」の
送
付
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
27
年

度
に
お
い
て
は
、情
報
提
供
の
一
環
と
し
て
、地
域
鉄
道
の
再
生
・
活
性
化
に
つ
な

が
る
内
容
を
中
心
と
す
る「
地
域
鉄
道
活
性
化
に
関
す
る
研
究
会
」を
６
都
市（
福

岡
市
、広
島
市
、大
阪
市
、横
浜
市
、仙
台
市
、名
古
屋
市
）で
開
催
し
、多
く
の
参

加
事
業
者
の
方
か
ら
有
意
義
と
の
ご
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
す
る
皆
様
の
ニ
ー
ズ
や
鉄
道
を
め
ぐ
る
環
境
変
化
等
を
踏
ま
え

た
、鉄
道
助
成
を
行
い
、明
日
を
担
う
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鉄
道
・
運
輸
機
構
に
お
け
る
鉄
道
助
成　
鉄
道
・
運
輸
機
構　

理
事  

神
山 

和
美

巻
頭
言
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鉄
道
建
設
本
部
が
実
施
す
る
平
成
28
年
度
の
鉄

道
建
設
業
務
は
、鉄
道
建
設
事
業
、新
線
等
調
査
事

業
、貸
付
鉄
道
施
設
改
修
事
業
、受
託
事
業
で
あ
り
、

そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

❶ 

鉄
道
建
設
事
業

●
新
幹
線
の
建
設

　

北
海
道
新
幹
線（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
）は
、

本
年
３
月
26
日
に
開
業
し
ま
し
た
。平
成
28
年
度

は
、環
境
対
策
工
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）は
、渡

島
ト
ン
ネ
ル
、立
岩
ト
ン
ネ
ル
、昆
布
ト
ン
ネ
ル
、

二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び
後
志
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

工
事
を
行
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

用
地
取
得
や
調
査
・
設
計
を
進
め
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線（
金
沢
・
敦
賀
間
）は
、武
生
ト
ン
ネ

ル
、脇
本
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び
新
北
陸
ト
ン
ネ
ル
な
ど

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ら
び
に
手
取
川
橋
り
ょ
う
お

よ
び
九
頭
竜
川
橋
り
ょ
う
な
ど
の
明
か
り
工
事
を

行
い
ま
す
。ま
た
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、用
地
取
得

や
調
査
・
設
計
を
行
い
、工
事
発
注
を
進
め
ま
す
。

　

九
州
新
幹
線（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）は
、武
雄
ト

ン
ネ
ル
、木
場
ト
ン
ネ
ル
、久
山
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び

新
長
崎
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
な
ら
び

に
嬉
野
温
泉
駅
高
架
橋
お
よ
び
大
村
車
両
基
地
路

盤
な
ど
の
明
か
り
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線（
長
野
・
金
沢
間
）は
、平
成
27
年
３

月
14
日
に
開
業
し
ま
し
た
。平
成
28
年
度
は
、昨
年

度
に
引
き
続
き
、環
境
対
策
工
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
建
設
推
進
高
度
化
等
事
業
は
、コ

ス
ト
縮
減
な
ど
を
図
る
た
め
の
経
済
的
な
施
工
法

　　　　　　　　　   　北海道新幹線　　　　（新函館北斗・札幌間）　　　　

村山トンネルの施工状況（北斗市） 北海道新幹線の走行状況（北斗市）

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）

く体施工が進む大村市内の高架橋（大村市）

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）

第3平山トンネルの施工状況（諫早市）

札幌

新函館北斗新函館北斗

新青森
八戸

新潟

東京

長野

東海道新幹線東海道新幹線

金沢
福井

敦賀

新大阪
山陽新幹線

博多

新八代

鹿児島中央鹿児島中央

長崎

武雄温泉

上
越
新
幹
線

東
北
新
幹
線

北海道新幹線

北陸新幹線

九州新幹線

青函トンネル

諫早
建設事業

工事線

開業線

貸付鉄道施設改修事業

凡　例

平
成
28
年
度
事
業
概
要

平
成
28
年
度
に
当
機
構
が
行
う
５
部
門
、鉄
道
建
設
、鉄
道
助
成
、船
舶
共
有
建
造
、

地
域
公
共
交
通
出
資
業
務
、国
鉄
清
算
事
業
に
わ
た
る
事
業
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平成 28年度
建設線等路線図

（新幹線、貸付鉄道施設改修事業）

・
鉄
道
建
設
本
部
計
画
部

鉄
道
建
設

特 集
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の
調
査
、新
幹
線
と
貨
物
列
車
が
共
用
走
行
す
る

青
函
ト
ン
ネ
ル
で
新
幹
線
を
高
速
走
行
さ
せ
る
た

め
の
技
術
的
検
討（
貨
物
列
車
走
行
調
査
）な
ど
を

行
う
ほ
か
、九
州
新
幹
線（
西
九
州
ル
ー
ト
）な
ど

の
整
備
に
必
要
な
軌
間
可
変
電
車（
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
）の
技
術
開
発
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

●
大
都
市
に
お
け
る
鉄
道
建
設

〈
民
鉄
線
〉本
年
度
は
、小
田
急
小
田
原
線（
２
）の

複
々
線
化
工
事
、約
10
㎞
の
建
設（
委
託
施
行
）を

行
い
ま
す
。

　

東
北
沢
・
世
田
谷
代
田
間
の
地
下
化
後
の
工
事

の
う
ち
、平
成
28
年
度
は
複
々
線
化
に
向
け
た
緩

行
線
の
く
体
構
築
、京
王
井
の
頭
線
交
差
部
の
工

事
お
よ
び
駅
設
備
の
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は
、相
鉄
本
線
西
谷
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
付
近
で
、Ｊ
Ｒ
東

海
道
貨
物
線
へ
乗
り
入
れ
る
相
鉄
・Ｊ
Ｒ
直
通
線
と
、

Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
付
近
か
ら
東
急

東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅
で
東
急
線
へ
接
続
す
る
相

鉄
・
東
急
直
通
線
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、相
鉄
・Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、相
鉄

線
内
改
修
工
事
、西
谷
駅
付
近
工
事
、羽
沢
駅（
仮

称
）工
事
、横
浜
羽
沢
駅
構
内
工
事
お
よ
び
西
谷
・

羽
沢
駅
間
の
設
備
工
事（
軌
道
・
建
築
・
電
気
）を
実

施
し
ま
す
。

　

相
鉄
・
東
急
直
通
線
は
、用
地
取
得
を
進
め
る
と

と
も
に
、羽
沢
ト
ン
ネ
ル
工
事
、新
横
浜
駅（
仮
称
）

工
事
、新
横
浜
ト
ン
ネ
ル
工
事
、新
綱
島
駅（
仮
称
）

工
事
、綱
島
ト
ン
ネ
ル
工
事
お
よ
び
東
急
東
横
線

改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

❷ 

新
線
等
調
査
事
業

　

平
成
28
年
度
は
、都
心
―
空
港
・
郊
外
直
結
鉄
道

（
都
心
直
結
線
）調
査
に
つ
い
て
、引
き
続
き
事
業

化
に
向
け
た
検
討
の
深
度
化
を
図
る
た
め
、ル
ー

ト
の
精
査
お
よ
び
主
要
施
設
の
構
造
検
討
な
ど
を

行
い
ま
す
。

❸ 

貸
付
鉄
道
施
設
改
修
事
業

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
は
、当
機
構
が
財
産
を
保
有
し

て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
貸
付
け
て
い
る
鉄
道
施
設
で
あ

り
、将
来
に
わ
た
っ
て
同
ト
ン
ネ
ル
の
機
能
保
全

を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め
、平
成
11
年
度
か
ら
防

災
設
備
等
の
改
修
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。平

成
28
年
度
は
電
力
施
設
お
よ
び
変
電
所
施
設
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

❹ 

受
託
事
業

　

平
成
28
年
度
は
、つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
線
車

両
基
地
入
出
庫
線
複
線
化
工
事
お
よ
び
福
井
駅
付

近
連
続
立
体
交
差
事
業
に
伴
う
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
高

架
化
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。え
ち
ぜ
ん
鉄
道

高
架
化
工
事
は
、仮
線
へ
の
線
路
切
換
が
完
了
し
、

平
成
27
年
９
月
27
日
に
新
幹
線
高
架
橋
を
利
用
し

た
仮
線
福
井
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。今
後
は
計
画

線
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

昆布トンネルの掘削状況（ニセコ町）

　　　　　　　　　   　北海道新幹線　　　　（新函館北斗・札幌間）　　　　

く体施工が進む九頭竜川橋りょう（福井市）

北陸新幹線（金沢・敦賀間）

新北陸トンネルの掘削状況（敦賀市）

下北沢・世田谷代田間の緩行線トンネル構築状況
（世田谷区）

小田原線（2）（東北沢・和泉多摩川間）

羽沢トンネルのシールドマシン組立状況（横浜市）

神奈川東部方面線（相鉄・東急直通線）

新幹線高架橋を利用した仮線福井駅（福井市）

えちぜん鉄道高架化工事
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❶鉄道建設事業
⒈ 新幹線

線名 区間 線路延長（㎞） 金額（億円） 営業主体

北 海 道 新 幹 線 新青森・新函館北斗間 149 80 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 海 道 新 幹 線 新 函 館 北 斗・札 幌 間 211 340 北 海 道 旅 客 鉄 道 ㈱

北 陸 新 幹 線 長 野 ・ 金 沢 間 228 100 東 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱
西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱

北 陸 新 幹 線 金 沢 ・ 敦 賀 間 125 900 西 日 本 旅 客 鉄 道 ㈱

九 州 新 幹 線 武 雄 温 泉 ・ 長 崎 間 66 500 九 州 旅 客 鉄 道 ㈱

要　調　整　分 130

小計 ３線　５区間 779 2,050

整備新幹線建設推進高度化等事業 24

合計 2,074

⒉ 民鉄線

線名 区間 線路延長（㎞） 金額（億円） 鉄道事業者名

小 田 原 線 ( 2 ) 東北沢・和泉多摩川間 10 36 小 田 急 電 鉄 ㈱

⒊ 都市鉄道利便増進事業

線名 区間 線路延長（㎞） 金額（億円） 営業主体

神 奈 川 東 部 方 面 線 408

相 鉄・Ｊ Ｒ 直 通 線 西谷・横浜羽沢付近間 3 相 模 鉄 道 ㈱

相 鉄・東 急 直 通 線 横浜羽沢付近・日吉間 10 相 模 鉄 道 ㈱
東 京 急 行 電 鉄 ㈱

❷新線等調査事業 ❸貸付鉄道施設改修事業
線名 金額（億円） 線名 金額（億円）

都心ー空港・郊外直結鉄道調査 国費 1.29の内数 青函トンネルの機能保全に係る防災事業 13

❹受託事業
線名 区間 線路延長（㎞） 金額（億円） 鉄道事業者名

え ち ぜ ん 鉄 道 福 井 駅 付 近 2.6 48 え ち ぜ ん 鉄 道 ㈱

つくばエクスプレス線 車 両 基 地 入 出 庫 線 1.4 7 首都圏新都市鉄道㈱

※単位未満四捨五入のため、合計は必ずしも一致しない。
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建設線等路線図 （民鉄線、都市鉄道利便増進事業、受託事業）

凡   例

民鉄線

受託事業

都市鉄道利便増進事業

工事線

八戸

川部 新青森

青森

野辺地

大館
八戸線

つくばエクスプレス線
車両基地入出庫線複線化工事

小川町 内宿

大宮

南浦和
武蔵浦和

和光市
西高島平所沢

北朝霞
朝霞台

浦和美園

豊島園

練馬練馬高野台
石神井公園

方南町

荻窪
吉祥寺西国分寺

立川

上北台

拝島

南越谷
新越谷

赤羽 赤羽岩淵

東川口

新松戸

柏
我孫子

取手

新鎌ヶ谷松戸
東松戸

京成高砂

つくば

津田沼

北習志野
船橋

西船橋

印旛日本医大

本八幡

綾瀬

北綾瀬

勝田台
ﾕｰｶﾘが丘

千葉

五井

ちはら台

県庁前

千城台

都賀

中野 上野

亀戸

新木場

新宿

浜松町
品川

渋谷

蒲田

川崎

大井町

調布

明大前
東北沢世田谷代田

和泉多摩川
大崎

大和

元町・中華街

二子玉川

あざみ野

日吉

二俣川
西谷 横浜

相模大野

こどもの国

長津田

海老名

府中本町京王
多摩ｾﾝﾀｰ

登戸

新百合ヶ丘
唐木田橋本

八王子

東
武
東
上
線

埼
京
線

京王線

東西線 京

線

東
北
本
線

中央本線

京
成

新

線

蔵
野

武

線
田成
線

東
鉄

関

線

常
総

道

武
野

東

線
田

北総線

武
総

本
線

房
線

内

京

千
葉

成

線

湊線
小

西 武
袋

池
線

相
模
線

武西 新宿線

小

線

田
原

鉄相 線

線

田

市
園
都

東
新

海道
幹線

東
横
線

東
海

線
道
本 京

浜
急

線行

線
武南

線
浜

横

羽田空港第２ﾋﾞﾙ

東京貨(ﾀ)

千葉みなと

蘇我

千葉中央

羽田空港国内線ﾀｰﾐﾅﾙ

塩浜

羽沢(仮称)

葉

ク

ば

つ
く

エ

ス
プ

ス
レ

成田空港

秋葉原

線

関東地区

東京

池袋

新横浜

小田原線（2）

福井

勝

三
北

勝山
福井

芦原温泉

北

陸
新

線
幹

陸
本
線

国
芦
原
線

山 永 平 寺 線

あわら湯のまち

三国港

永平寺口

福井地区

えちぜん鉄道
高架化工事

八戸

川部 新青森

青森

野辺地

大館
八戸線

つくばエクスプレス線
車両基地入出庫線複線化工事

小川町 内宿

大宮

南浦和
武蔵浦和

和光市
西高島平所沢

北朝霞
朝霞台

浦和美園

豊島園

練馬練馬高野台
石神井公園

方南町

荻窪
吉祥寺西国分寺

立川

上北台

拝島

南越谷
新越谷

赤羽 赤羽岩淵

東川口

新松戸

柏
我孫子

取手

新鎌ヶ谷松戸
東松戸

京成高砂

つくば

津田沼

北習志野
船橋

西船橋

印旛日本医大

本八幡

綾瀬

北綾瀬

勝田台
ﾕｰｶﾘが丘

千葉

五井

ちはら台

県庁前

千城台

都賀

中野 上野

亀戸

新木場

新宿

浜松町
品川

渋谷

蒲田

川崎

大井町

調布

明大前
東北沢世田谷代田

和泉多摩川
大崎

大和

元町・中華街

二子玉川

あざみ野

日吉

二俣川
西谷 横浜

相模大野

こどもの国

長津田

海老名

府中本町京王
多摩ｾﾝﾀｰ

登戸

新百合ヶ丘
唐木田橋本

八王子

東
武
東
上
線

埼
京
線

京王線

東西線 京

線

東
北
本
線

中央本線

京
成

新

線

蔵
野

武

線
田成
線

東
鉄

関

線

常
総

道

武
野

東

線
田

北総線

武
総

本
線

房
線

内

京

千
葉

成

線

湊線
小

西 武
袋

池
線

相
模
線

武西 新宿線

小

線

田
原

鉄相 線

線

田

市
園
都

東
新

海道
幹線

東
横
線

東
海

線
道
本 京

浜
急

線行

線
武南

線
浜

横

羽田空港第２ﾋﾞﾙ

東京貨(ﾀ)

千葉みなと

蘇我

千葉中央

羽田空港国内線ﾀｰﾐﾅﾙ

塩浜

羽沢(仮称)

葉

ク

ば

つ
く

エ

ス
プ

ス
レ

成田空港

秋葉原

線

関東地区

相鉄・東急直通線

東京

池袋

新横浜

小田原線（2）

神奈川東部方面線

平成28年度事業概要特 集
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鉄
道
助
成
部
で
は
、主
な
業
務
と
し
て
国

か
ら
の
補
助
金
な
ど
や
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
新
幹
線

譲
渡
収
入
を
活
用
し
た
鉄
道
施
設
の
整
備
な

ど
に
対
す
る
助
成
お
よ
び
旧
国
鉄
の
長
期

債
務
の
償
還
・
利
払
い
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
度
の
収
入
支
出
予
算
は
、収
入
に

つ
い
て
は
、国
か
ら
の
補
助
金
等
９
８
５
億

円
、新
幹
線
譲
渡
収
入
３
，５
８
４
億
円
、そ

の
他
３
１
２
億
円
で
計
４
，８
８
１
億
円

と
な
っ
て
お
り
、一
方
、支
出
に
つ
い
て

は
、鉄
道
施
設
の
整
備
な
ど
に
対
す
る
助
成

１
，７
０
９
億
円
、借
入
金
の
償
還
・
利
子
等

３
，１
６
６
億
円
、そ
の
他
６
億
円
で
、計
４
，

８
８
１
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❶ 

鉄
道
施
設
の
整
備
な
ど
に

　 

対
す
る
助
成
の
概
要

●
整
備
新
幹
線
建
設
助
成
業
務

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、北
海
道
新

幹
線（
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
、新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
）、北
陸
新
幹
線（
長
野
・
金

沢
間
、金
沢
・
敦
賀
間
）、九
州
新
幹
線（
武

雄
温
泉
・
長
崎
間
）の
整
備
を
進
め
て
い
る

鉄
道
建
設
本
部（
建
設
勘
定
）に
対
し
て
補

助
金
を
繰
り
入
れ
ま
す
。

●
主
要
幹
線
鉄
道
等
整
備
助
成
業
務

　

主
要
幹
線
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
空
港

―
都
心
・
郊
外
直
結
鉄
道
の
調
査
な
ど
と
と

も
に
、地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
法
の「
形

成
計
画
」に
基
づ
く
利
便
性
向
上
な
ど
に
資

す
る
施
設
整
備
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ

ー
ル
化
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
都
市
鉄
道
整
備
助
成
業
務

　

都
市
鉄
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、大
都

市
圏
に
お
け
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
改

善
を
図
る
た
め
、地
下
鉄
の
建
設
改
良
や

貨
物
専
用
線
の
旅
客
線
化
、連
絡
線
の
整

備
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。ま
た
、鉄
道

駅
の
機
能
高
度
化
を
図
る
た
め
、都
市
開

発
な
ど
と
一
体
的
に
行
う
駅
機
能
の
総
合

的
な
改
善
事
業
、生
活
支
援
機
能
の
集
積

を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

化
や
大
規
模
な
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
鉄
道
技
術
開
発
推
進
助
成
業
務

　

鉄
道
技
術
開
発
を
促
進
し
、技
術
水
準

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、鉄

道
分
野
に
関
す
る
技
術
開
発
を
実
施
す
る

能
力
を
有
す
る
法
人
が
行
う
技
術
開
発
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。環
境
に

優
し
い
鉄
道
、安
全
で
安
定
し
た
鉄
道
を

構
築
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
安
全
・
防
災
対
策
助
成
業
務

　

鉄
道
事
業
の
安
全
・
防
災
対
策
な
ど
を

推
進
す
る
た
め
、鉄
道
施
設
に
係
る
防
災

事
業
や「
踏
切
道
改
良
促
進
法
」に
基
づ
き
、

改
良
す
べ
き
踏
切
道
と
し
て
指
定
さ
れ
た
、

踏
切
保
安
設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

❷ 

旧
国
鉄
の
長
期
債
務
の

　 

償
還
・
利
払
い
な
ど
の
概
要

　
　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
、

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
新
幹
線
譲
渡
収
入
を
財
源
と

し
て
、旧
国
鉄
の
長
期
債
務
の
償
還
・
利
払

い
を
行
う
と
と
も
に
、新
幹
線
鉄
道
整
備

事
業
資
金
を
建
設
勘
定
へ
、国
鉄
年
金
な

ど
給
付
の
財
源
と
し
て
特
例
業
務
勘
定
へ

繰
り
入
れ
を
行
い
ま
す
。

・
鉄
道
助
成
部

鉄
道
助
成

 （単位：百万円） 

平成28年度鉄道助成業務関係予算（案）

補助金名等 　　　　　　　　　　　　　区分 予算額

⒈整備新幹線建設助成業務  
150,326 

整備新幹線整備事業費補助  75,450 

整備新幹線整備事業資金  72,431 

整備新幹線建設推進高度化等事業費補助金  2,445 

⒉主要幹線鉄道等整備助成業務  695 

新線調査費等補助金  90 

幹線鉄道等活性化事業費補助（形成計画）  605 

⒊都市鉄道整備助成業務  18,467 

都市鉄道利便増進事業費補助  13,600 

都市鉄道整備事業費補助  2,160 

幹線鉄道等活性化事業費補助（旅客線化）  1,072 

鉄道駅総合改善事業費補助  1,498 

譲渡線建設費等利子補給金  137 

⒋鉄道技術開発推進助成業務  289 

鉄道技術開発費補助金  289 

⒌安全・防災対策助成業務  1,160 

鉄道防災事業費補助  1,030 

鉄道施設総合安全対策事業費補助（踏切） 130

合計 170,937
（注）単位未満四捨五入のため、合計は一致しないことがある
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機
構
で
は
国
内
唯
一
の
船
舶
共
有
建
造

方
式
に
よ
り
、民
間
の
金
融
機
関
の
み
で

は
調
達
が
困
難
な
低
利
か
つ
長
期
資
金
を

供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、国
内
海
運
事

業
者
へ
船
舶
整
備
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、国
内
海
運
事
業
者
の
99
％
を
占

め
る
中
小
事
業
者
、離
島
住
民
の
方
々
の

足
と
な
る
離
島
航
路
事
業
者
は
、単
な
る

資
金
供
給
だ
け
で
な
く
、担
保
不
足
・
技
術

力
不
足
の
両
面
を
補
う
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、資
金
・
技
術
面
で
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
点

が
機
構
の
特
長
で
あ
り
、他
の
金
融
機
関

と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
事
業
の
概
要

　

平
成
28
年
度
の
事
業
予
算（
案
）は
、

３
１
５
億
円（
う
ち
貨
物
船
１
７
３
億
円
、

旅
客
船
１
４
２
億
円
）を
確
保
し
、政
策
効

果
の
高
い
船
舶
の
建
造
支
援
措
置
を
講

じ
、共
有
建
造
を
推
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、ス
ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ

（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）を
は
じ
め
と
し
た
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

削
減
な
ど
の
環
境
対
策
、海
運
業
界
の
構
造

改
善
促
進
な
ど
の
支
援
措
置
と
と
も
に
弾

力
的
な
事
業
金
利
制
度
に
よ
り
、良
質
な
船

舶
建
造
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
ス
ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ（
Ｓ
Ｅ
Ｓ
）

　

Ｓ
Ｅ
Ｓ
は
、電
気
推
進
シ
ス
テ
ム
を
採

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
、燃
費

改
善
な
ど
の
環
境
負
荷
低
減
、物
流
効
率

化
や
高
い
静
粛
性
に
よ
る
船
員
労
働
環
境

の
改
善
な
ど
に
寄
与
す
る
船
舶
で
す
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｓ
一
番
船
が
竣
工
し
た
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
、旅
客
船

４
隻
、貨
物
船
21
隻
の
計
25
隻
が
竣
工
し

て
お
り
ま
す
。

平成28年度事業概要特 集

・
共
有
船
舶
企
画
管
理
部

・
共
有
船
舶
建
造
支
援
部

船
舶
共
有
建
造

フェリーきたきゅうしゅうⅡ

新なぎさ２

　平成27年11月27日（金）、山口県下関市の

三菱重工業株式会社下関造船所において、株

式会社名門大洋フェリーとの共有建造旅客

船「フェリーきたきゅうしゅうⅡ」が竣工致

しました。本船は、総トン数14,920トン、旅

客定員713人の旅客船兼自動車渡船で、大阪

～新門司を結ぶ航路に就航致しました。本船

は、観光客の移動や物流を支えております。

　平成28年１月29日（金）、愛媛県今治市の株式会

社藤原造船所において、三洋汽船株式会社との共

有建造旅客船「新なぎさ２」が竣工致しました。

　本船は、総トン数88トン、旅客定員95人の旅客

船兼自動車渡船で、多度津～高見島～佐柳島を結

ぶ航路に就航致しました。本船は、地域住民や観光

客の移動や物流を支えております。

船旅王子

離島航路姫
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●
先
進
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船

　

機
構
で
は
、平
成
21
年
度
に「
先
進
二
酸

化
炭
素
低
減
化
船
」（
１
９
９
０
年
代
初

頭
船
と
比
較
し
、ト
ン
マ
イ
ル
当
た
り
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
16
％
以
上
低
減
で
き
る
船

舶
）に
適
合
す
る
船
型（
４
９
９
ト
ン
型
一

般
貨
物
船
）を
開
発
し
、こ
れ
ま
で
に
５
隻

が
竣
工
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
右
記
船
型
以
外
に
も
、造
船
所

に
お
い
て
自
主
開
発
さ
れ
た
船
型
に
つ
い

て
、水
槽
試
験
結
果
な
ど
を
も
と
に
、先
進

二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
と
し
て
の
船
型
認

定
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、４
９
９

ト
ン
型
一
般
貨
物
船
、７
４
９
ト
ン
型

一
般
貨
物
船
、５
，０
０
０
kl
型
油
タ
ン

カ
ー
、７
，０
０
０
Ｄ
Ｗ
Ｔ
型
セ
メ
ン
ト
船

お
よ
び
１
３
，０
０
０
ト
ン
型
旅
客
フ
ェ

リ
ー
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

●
技
術
支
援

　

機
構
で
は
、共
有
事
業
者
に
対
し
、豊

富
な
建
造
実
績（
平
成
27
年
12
月
末
ま
で

に
貨
物
船
２
，９
８
１
隻
、旅
客
船
１
，

０
０
１
隻
）と
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ
、さ
ら
に
調

査
研
究
な
ど
を
通
じ
て
入
手
し
た
情
報
な

ど
を
も
と
に
、設
計
か
ら
竣
工
に
至
る
ま

で
の
各
段
階
に
お
い
て
技
術
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

竣
工
後
も
、共
有
期
間
中
は
機
構
の
技

術
者
が
保
守
整
備
の
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、保
証
ド
ッ
ク
、ト
ラ
ブ
ル
対
応
等
に
つ

い
て
技
術
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、航
路
や
輸
送
ニ
ー
ズ
に
適
合

す
る
船
舶
、よ
り
経
済
性
の
高
い
船
舶
、

旅
客
の
快
適
性
や
労
働
環
境
に
よ
り
配
慮

し
た
船
舶
の
建
造
に
資
す
る
た
め
、計
画
・

設
計
・
建
造
の
各
段
階
、さ
ら
に
は
就
航
後

の
技
術
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

絆永丸

（注）いずれのデータもこれまでの海上運転の結果に基づくものです。また、削減率は、在来船と比較した値です。　

SESとは、電気推進システムを採用することにより環境負荷低減、物流効率化等が図られてい
る船舶です。従来船から概念の転換を行い、省エネ効果環境負荷低減、船内環境の改善等につい
て優れた性能を発揮しています。

概念の転換

SES 在来船

減速逆転機
ディーゼル主機関

発電機関
配電盤

船内電力

主発電機関
主配電盤

主推進電動機

主推進器

船内電力

SESの概要

導
入
効
果 

主機関と推進器が軸で直結発電ユニットと推進ユニットが
電気的に直結

● 船型の最適化や二重反転プロペラ（ＣＲＰ）の採用等により推進効率が改善　● 小型・中速機関の採用によるNOｘ排出量の削減、振動・騒音の軽減
● 機関室容積の縮小化に伴う有効スペースの確保　　　　　　　　　　　　　● 発電機、推進器等の多重化によるシステムの信頼性の向上

●CO２・SOX

　約10～30％低減
●NOX

　約20～40％低減

２ 環境に優しい

●故障率が低い上に
　一部が故障しても
　航行可能
●操船性能の向上
　（特に港内や低速時）

４ 安全性が高い

●振動･騒音の軽減　
　５～10dB低減
　（乗用車内並みの静粛さ）
●機関部運転・保守
　作業等の軽減

●電動荷役機器等の
　採用による省力化

３ 乗客･船員に優しい

●省エネ効果
　約10～30％低減

１ 経済性が高い
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機
構
で
は
、「
地
域
公
共
交
通
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」の
改
正
に
伴

い
平
成
27
年
８
月
か
ら
、国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向

上
・
路
線
再
編
等
に
よ
り
持
続
的
な
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図

る
事
業
に
対
し
て
出
資
等
を
行
う
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
必
要
と
な
る
初
期
投
資
に
つ
い
て
、柔
軟

な
資
金
調
達
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、地

元
企
業
、金
融
機
関
等
か
ら
の
民
間
資
金
を

呼
び
込
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　

再
構
築
を
図
る
事
業

①	

Ｌ
Ｒ
Ｔ（
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
）・
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）の
整
備
・
運
行

②	

上
下
分
離
に
よ
る
地
域
鉄
道
の
再
生

③	

バ
ス
路
線
網
の
再
編

④	

こ
れ
ら
と
一
体
と
な
っ
た
IC
カ
ー
ド
や

情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

　

た
だ
し
、出
資
を
行
う
た
め
に
は
、計
画
に

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
ほ
か
に
、

○
事
業
の
実
施
主
体

・	

実
施
主
体
は
、対
象
事
業
の
運
営
を
行
う

株
式
会
社
で
あ
っ
て
、同
事
業
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

○
民
業
補
完

・	
三
大
都
市
圏
の
都
心
部
お
よ
び
こ
れ
に

類
推
す
る
地
域
で
は
、機
構
が
単
独
で
最

大
出
資
者
と
な
ら
ず
、そ
れ
以
外
で
は
機

構
の
出
資
額
が
民
間
出
資
額
を
超
え
な

い
こ
と
。

・	

加
え
て
、機
構
と
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

出
資
額
の
合
計
金
額
が
全
出
資
額
の
２

分
の
１
未
満
と
な
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

○
収
益
性
の
確
保

・	

実
施
主
体
は
、対
象
事
業
を
効
率
的
・
効

果
的
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
経
営
体
制

を
確
保
す
る
等
、適
切
な
経
営
責
任
を
果

た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

・	

対
象
事
業
は
、客
観
的
な
需
要
予
測
を
含

む
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
よ
り
、中

長
期
的
な
収
益
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

・	

対
象
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
か
ら
概
ね

平成28年度事業概要特 集

　

地
域
公
共
交
通
出
資
業
務

10
年
後
を
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、機
構

が
出
資
し
た
資
金
の
回
収
が
可
能
と
認

め
ら
れ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
。

等
が
要
件
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
を
審
査
の
上
で
出

資
等
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

出資制度の基本スキーム

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
自
治
体
が
作
成
）

軌
道
運
送
高
度
化
実
施
計
画
等（
事
業
者
等
が
作
成
）

地
域
公
共
交
通
再
編
実
施
計
画（
自
治
体
が
作
成
）

地域公共交通ネットワークの
再構築を図る事業を行う

新たな会社
（株式会社）

（独）鉄道・運輸機構

国

交通
事業者

民間
企業

金融
機関

等

出資

出資

出資
融資

配当
返済

配当
返済

配当
返済

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

運
営
支
援

認定
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国
鉄
清
算
事
業
関
係
は
、旧
国
鉄
職
員

の
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
等
の
支
払

い
お
よ
び
そ
の
支
払
い
に
あ
て
る
た
め
の

土
地
処
分
等
を
行
う
と
と
も
に
、旅
客
鉄

道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の
措

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
業
務
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

❶ 

年
金
費
用
等
の
支
払
お
よ
び

　 

資
産
処
分
の
円
滑
な
実
施
等

●
旧
国
鉄
職
員
の
年
金
の
給
付
に
要
す
る

　

費
用
等
の
支
払

　

旧
国
鉄
職
員
の
恩
給
お
よ
び
年
金
の
給

付
に
要
す
る
費
用
、旧
国
鉄
時
代
に
発
生
し

た
業
務
災
害
に
係
る
業
務
災
害
補
償
費
等

に
つ
い
て
は
、適
切
な
資
金
管
理
を
行
い
つ

つ
、円
滑
か
つ
確
実
に
支
払
を
実
施
し
ま

す
。

●
土
地
処
分
等
の
実
施

　

都
市
計
画
事
業
の
工
程
等
に
よ
り
や
む

を
得
ず
処
分
で
き
て
い
な
い
残
存
の
土
地

の
う
ち
、長
町
駅
38
街
区
の
土
地
に
つ
い

て
は
、関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を
進
め

る
と
と
も
に
、処
分
に
向
け
た
準
備
を
進

め
ま
す
。梅
田
駅（
北
）の
土
地
に
つ
い
て

は
、土
地
売
買
契
約
に
基
づ
き
処
分
を
進

め
ま
す
。

●
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の

　

株
式
処
分
等

　

九
州
旅
客
鉄
道
会
社
の
株
式
に
つ
い
て

は
、株
式
市
場
の
状
況
、経
済
の
動
向
、経
済

財
政
政
策
と
の
整
合
性
等
に
も
留
意
し
つ

つ
、適
切
に
売
却
を
図
り
ま
す
。な
お
、北
海

道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社

の
株
式
に
つ
い
て
は
、国
等
の
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
つ
つ
、各
社
の
今
後
の
経
営
状

況
の
推
移
等
を
見
極
め
な
が
ら
、適
切
な
処

分
方
法
の
検
討
等
を
行
い
ま
す
。

❷ 

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の

　 

経
営
自
立
の
た
め
の
措
置
等

●
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
に
対
す
る

　

支
援
措
置
の
実
施

　

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、四
国
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道

株
式
会
社
に
対
し
、以
下
の
支
援
措
置
を

実
施
し
ま
す
。

・	

老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の

他
会
社
の
経
営
基
盤
の
強
化
に
必
要
な

鉄
道
施
設
等
の
整
備
に
必
要
な
資
金
に

充
て
る
た
め
の
無
利
子

の
資
金
の
貸
付
け
ま
た

は
助
成
金
の
交
付

・	

北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
お
よ
び
四
国
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
に
対
し

て
発
行
し
た
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
特
別
債
券
に
つ

い
て
、国
土
交
通
大
臣	

が
定
め
る
利
率
に
基
づ

く
利
子
の
支
払

●
並
行
在
来
線
の

　

支
援
の
た
め
の
措
置

　

並
行
在
来
線
の
支
援

の
た
め
の
貨
物
調
整
金

に
要
す
る
費
用
に
充
て

る
た
め
、特
例
業
務
勘
定

・
国
鉄
清
算
事
業
管
理
部

・
国
鉄
清
算
事
業
用
地
部

・
経
営
自
立
推
進
・
財
務
部

・
共
済
業
務
室

国
鉄
清
算
事
業

梅田駅（北）２期開発区域

に
係
る
業
務
の
運
営
に
支
障
の
な
い
範
囲

内
の
金
額
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
承
認

を
受
け
た
金
額
に
つ
い
て
、特
例
業
務
勘

定
か
ら
建
設
勘
定
へ
の
繰
入
れ
を
実
施
し

ま
す
。
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❶建設勘定 (単位：百万円)

区分 平成28年度 平成27年度 増減額

新幹線建設費 189,859 143,979 45,880 

民鉄線建設費 3,600 3,300 300 

都市鉄道利便増進事業建設費 38,889 24,422 14,467 

整備新幹線建設推進高度化等事業費 2,063 2,162 △ 99 

新線等調査費 75 150 △ 74 

❷海事勘定
区分 平成28年度 平成27年度 増減額

旅客船取得費 9,426 19,267 △ 9,841 

貨物船取得費 17,500 21,321 △ 3,821 

環境技術等実用化支援業務助成金  - 79 △ 79 

❸地域公共交通等勘定
区分 平成28年度 平成27年度 増減額

産業投資出資金 1,200  - 1,200 

内航海運活性化事業貸付金 28,981 34,981 △ 6,000 

内航海運老齢船処理事業貸付金 1,611 1,915 △ 304 

❹助成勘定
区分 平成28年度 平成27年度 増減額

主要幹線鉄道等整備事業助成費 605 861 △ 256 

都市鉄道整備事業助成費 4,730 9,685 △ 4,955 

鉄道技術開発推進事業助成費 289 344 △ 55 

安全・防災対策事業助成費 300 445 △ 145 

❺特例業務勘定
区分 平成28年度 平成27年度 増減額

共済年金等負担金及業務災害補償費 101,167 118,723 △ 17,555 

用地対策費 2,844 2,746 98 

鉄道施設等整備支援事業貸付金 36,458 38,262 △ 1,804 

鉄道施設等整備支援事業助成費 13,151 11,674 1,477 

(注1)金額は人件費、一般管理費を除いた予算額です。
(注2)単位未満の金額については四捨五入しています。
(注3)勘定間の繰り入れについては除いています。
(注4)27年度は当初計画予算額。28年度は概算決定時の計画予算額（案）を記載しています。
(注5)「3.地域公共交通等勘定」における27年度計画予算額は、基礎的研究等勘定に係るものです。

平成28年度予算（案）（主な業務経費）

平成28年度事業概要特 集
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竹松高架橋

　現在、平成34年度の完成を目指して進められている九州新幹線（西九州ルート）

の土木工事が少しずつ形を現している。大村鉄道建設所が担当する工区は、トン

ネルをはじめ高架橋や車両基地など多種多様な構造物があるため、幅広い知識と

技術が必要となる。今回は、工事の難しさや課題を乗り越えるための工夫につい

て紹介する。

徹底した対策と丁寧な施工で
難題を乗り越えていく

鉄道建設本部　九州新幹線建設局　大村鉄道建設所

〜九州新幹線 西九州ルート〜

窪田 崇斗所長

今回お話を伺ったのは…
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明
か
り（
高
架
橋
・
橋
り
ょ
う
な
ど
）

区
間
の
多
い
特
徴
的
な
工
区

　

工
事
中
の
高
架
橋
に
上
が
る
と
、２
月

の
冷
た
い
風
が
容
赦
な
く
肌
に
吹
き
つ
け

る
。こ
こ
は
、長
崎
県
大
村
市
で
行
わ
れ
て

い
る
九
州
新
幹
線（
西
九
州
ル
ー
ト
）の
工

事
現
場
の
一
つ「
竹
松
高
架
橋
」。こ
こ
か

ら
は
、豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
民
家
の

立
ち
並
ぶ
姿
が
見
渡
せ
る
。下
に
目
を
向

け
る
と
、そ
こ
に
は
総
面
積
約
11 

ha
の
広
大

な「
大
村
車
両
基
地
」の
工
事
現
場
が
あ
っ

大村市

東彼杵町

川棚町

波佐見町

武雄市
有田町

伊万里市

嬉野市

諫早市 雲仙市

長崎市

千綿川橋りょう

竹松高架橋

武雄温泉駅

嬉野温泉（仮称）駅

新大村（仮称）駅

諫早駅

長崎駅

木場トンネル

大村車両基地
大村鉄道建設所
担当範囲
23km284m

九州新幹線（西九州ルート）

た
。盛
土
工
事
真
っ
只
中
の
敷
地
に
敷
き

詰
め
ら
れ
た
土
は
、赤
と
黄
に
く
っ
き
り

と
分
か
れ
て
い
る
。な
ぜ
だ
ろ
う
と
疑
問

に
感
じ
て
い
る
と
、大
村
鉄
道
建
設
所
の

窪
田
崇
斗
所
長
が「
赤
い
土
は
木
場
ト
ン

ネ
ル
、黄
色
い
土
は
第
１
岩
松
ト
ン
ネ
ル

を
掘
削
し
た
際
に
出
た
ず
り（
土
砂
）を

二
次
利
用
し
て
い
る
ん
で
す
」と
教
え
て

く
れ
た
。

　

九
州
新
幹
線（
西
九
州
ル
ー
ト
）は
、佐

賀
県
武
雄
市
・
長
崎
県
長
崎
市
間
約
67
㎞

を
５
つ
の
駅
で
結
ぶ
平
成
34
年
度
完
成

予
定
の
整
備
路
線
で
あ
る
。

　

こ
の
工
事
で
、東
彼
杵
町
・
大
村
市
の

約
23
㎞
を
13
工
区
に
分
け
て
施
工
し
て

い
る
の
が
、大
村
鉄
道
建
設
所
だ
。現
在
、

１
工
区
を
残
し
て
発
注
は
済
ん
で
お
り
、

そ
の
う
ち
３
工
区
の
土
木
工
事
は
完
了

し
て
い
る
。こ
の
区
間
の
特
徴
と
い
え
る

の
が
、他
の
建
設
所
の
区
間
に
比
べ
、高

架
橋
や
橋
り
ょ
う
な
ど
の
明
か
り
区
間

が
多
い
こ
と
。さ
ら
に
、駅
や
車
両
基
地

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
物
が
あ
る
こ
と

か
ら
、幅
広
い
知
識
と
技
術
、そ
し
て
広

い
視
野
で
工
事
全
体
を
捉
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　
「
中
で
も
、細
心
の
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
地
元
住
民
へ
の
配

慮
で
す
」と
窪
田
所
長
が
話
す
よ
う
に
、

こ
の
工
区
は
住
宅
密
集
地
で
の
工
事
が

多
い
。例
え
ば
、木
場
ト
ン
ネ
ル
は
、武
雄

温
泉
方
に
掘
進
す
る
に
つ
れ
地
上
部
の

民
家
が
多
く
な
っ
て
い
る
上
、土
被
り
が

小
さ
く
な
る
の
で
掘
削
の
振
動
や
騒
音

が
響
く
可
能
性
も
高
ま
る
。

「
ヤ
ー
ド
で
は
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ

な
い
な
ど
、で
き
る
だ
け
重
機
の
音
が
聞

こ
え
な
い
よ
う
、常
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。特
に
、24
時
間
の
作
業
と
な
る
ト
ン

ネ
ル
掘
削
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
夜
の
工
事
で
す
。音
が
漏
れ
や

す
い
出
入
り
口
付
近
は
住
民
の
皆
さ
ん

の
ご
迷
惑
に
な
る
の
で
、夜
は
出
入
口
部

で
の
作
業
は
行
わ
な
い
と
決
め
て
い
ま

す
。ま
た
、ヤ
ー
ド
と
一
般
道
を
結
ぶ
取

り
付
け
道
路
は
、も
と
も
と
田
畑
だ
っ
た

場
所
。完
工
後
に
は
元
通
り
に
復
旧
す
る

の
で
、耕
作
用
の
表
土
を
地
主
さ
ん
ご
と

に
混
ざ
ら
な
い
よ
う
保
管
し
て
い
ま
す
」

　

こ
の
ほ
か
、市
街
地
で
工
事
を
行
う
高

架
橋
や
車
両
基
地
に
関
し
て
も
、防
音

壁
や
騒
音
・
振
動
測
定
器
の
設
置
を
は
じ

め
、ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
工
事
現
場
か
ら

出
る
と
き
は
道
路
を
汚
さ
な
い
よ
う
に木場トンネルの本坑を掘削するための斜路
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①

②③

⑤ ④

①大村車両基地。盛土の土色の違いがはっきりと見てとれる　
②固い礫が多い木場トンネルでは日本に２台しかない強力な掘
削機を使用　③坑内からずりを運び出すダンプトラックの取り
外し可能なベッセル部分。ずりを坑内で一時保管しておけば作
業の隙間に運び出すことができるので効率的　④大量の湧水が
伴う工事には排水が欠かせない（木場トンネル）　⑤竹松高架橋
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タ
イ
ヤ
を
洗
浄
し
た
り
、低
騒
音
の
重
機

を
使
用
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を

施
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、さ
さ
い
な
こ
と
で
も
注

意
し
て
工
事
を
進
め
る
こ
と
で
、地
元
住

民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
る
の
だ
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
天
敵
は「
水
」

　

平
成
26
年
２
月
に
着
手
し
た
全
長
約

３
㎞
の
木
場
ト
ン
ネ
ル
は
、現
在
、平
成

31
年
の
完
成
を
目
指
し
、終
点
の
長
崎
方

か
ら
起
点
の
武
雄
温
泉
方
に
向
け
機
械

で
掘
り
進
め
て
い
る
。順
調
に
進
捗
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、月
に
平
均
１
０
０

ｍ
で
掘
進
し
な
け
れ
ば
工
期
に
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
厳
し
い
課
題
を
抱
え
た

工
事
だ
。地
質
や
工
法
に
も
よ
る
が
、ト

ン
ネ
ル
掘
削
の
標
準
月
進
は
80
ｍ
。そ
れ

よ
り
も
、１
・
３
倍
の
ス
ピ
ー
ド
で
掘
進

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
だ
か

ら
、相
当
大
変
な
こ
と
だ
と
想
像
で
き

る
。そ
の
進
捗
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
の

が「
水
」の
存
在
だ
。

　

現
場
を
訪
れ
る
と
、泥
の
中
に
ゴ
ロ
ゴ

ロ
と
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
歩
き
づ
ら

い
地
面
に
、危
う
く
足
を
取
ら
れ
そ
う
に

な
っ
た
。長
靴
の
底
が
浸
か
る
ほ
ど
大
量

の
水
の
中
を
、慎
重
に
一
歩
ず
つ
歩
い
て

い
く
。

　

木
場
ト
ン
ネ
ル
は
、途
中
で
二
級
河

川
・
内
田
川
の
下
を
通
る
ト
ン
ネ
ル
だ
。

地
下
水
位
が
高
く
、取
材
時
点
で
毎
分

８
０
０
ℓ
も
の
湧
水
が
出
て
い
た
た
め
、

排
水
は
欠
か
せ
な
い
。し
か
も
、地
質
は

火
山
灰
と
角
張
っ
た
火
山
岩
塊
で
で
き

た
凝
灰
角
礫
岩
と
い
う
や
っ
か
い
な
岩

石
だ
と
い
う
。と
い
う
の
も
、水
が
付
着

し
た
こ
の
岩
石
の
上
を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ

ク
が
走
る
な
ど
圧
力
が
加
わ
る
と
、路
盤

が
泥
濘
化
す
る
性
質
が
あ
る
の
だ
。泥
濘

化
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、車
両
の
タ

イ
ヤ
が
埋
ま
り
走
行
で
き
な
い
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。作

業
能
率
が
低
下
し
な
い
よ
う
、排
水
し
た

後
は
定
期
的
に
残
っ
た
泥
を
す
き
取
り
、

グ
リ
石
と
い
う
15
㎝
ほ
ど
の
石
材
を
敷

き
詰
め
て
路
盤
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

「
排
水
後
の
処
理
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。排
水
し
た
濁
水
は
、環
境
汚
染
に
な

ら
な
い
よ
う
き
れ
い
な
水
に
し
て
河
川

な
ど
に
放
流
し
ま
す
が
、こ
れ
だ
け
大
量

の
水
を
処
理
す
る
に
は
そ
れ
に
伴
っ
た

設
備
が
必
要
で
す
。事
前
調
査
で
、こ
の

工
区
は
か
な
り
水
が
出
る
と
想
定
し
て

い
た
の
で
、突
発
的
な
湧
水
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、１
時
間
に
３
０
０
㎥
の
処
理

が
可
能
な
大
型
濁
水
処
理
設
備
を
導
入

し
ま
し
た
。ま
た
、あ
ら
か
じ
め
切
羽（
掘

削
し
て
い
る
箇
所
）前
方
に
ボ
ー
リ
ン
グ

し
排
水
し
て
お
く
こ
と
で
周
辺
の
地
下

水
位
を
下
げ
、掘
削
し
や
す
い
よ
う
に
す

る
と
い
っ
た
工
夫
も
行
っ
て
い
ま
す
」

　

木
場
ト
ン
ネ
ル
は
、出
入
口
に
向
か
っ

て
上
り
勾
配
が
あ
り
、全
体
が
Ｖ
字
型
を

し
て
い
る
。こ
の
形
状
で
湧
水
が
出
る
と
、

必
然
的
に
最
も
低
い
中
央
に
向
か
っ
て

水
が
流
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、開
業
後

も
排
水
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今
後
は
、開
業
後
の
対
策
と
し
て
排
水

用
の
立
坑
も
つ
く
っ
て
い
く
。

　

木
場
ト
ン
ネ
ル
の
武
雄
温
泉
側
に
、現

在
盛
土
に
よ
る
路
盤
整
備
中
の
大
村
車

両
基
地
が
あ
る
。盛
土
と
一
口
に
言
っ
て

も
、た
だ
土
を
盛
れ
ば
完
成
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。土
に
含
ま
れ
る
水
分
が
多
い

と
十
分
に
締
め
固
ま
ら
ず
、崩
壊
の
原
因

に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、し
っ
か
り
と

土
質
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。事

前
に
情
報
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、材
料

試
験
を
行
い
、水
分
量
を
調
査
。水
分
が

千綿川橋りょう
平成26年12月、西九州ルートで最初にしゅん功した地上40mの橋りょう。この工区では、橋脚を
中心に左右のバランスを取りながら架設していく「張出架設工法」（別名：ヤジロベー式工法）を
採用している。

現在 平成24年12月時点 平成24年５月時点
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現場の声
　

木
場
ト
ン
ネ
ル
は
、湧
水
が
多
い
上
、工
期

の
問
題
も
あ
る
の
で
、効
率
よ
く
掘
削
で
き
る

方
法
を
い
つ
も
模
索
し
て
い
ま
す
。観
光
客
増

加
の
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る
新
幹
線
開
通
。大

村
市
も
、西
九
州
ル
ー
ト
が
通
る
こ
と
で
ど
ん

ど
ん
繁
栄
し
、多
く
の
方
が
訪
れ
る
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。も
し
か
し
た
ら
将
来
、私
た

ち
の
子
供
や
孫
が
こ
の
新
幹
線
を
利
用
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
の
光
景
を
思
い
描
き
な

が
ら
、利
用
者
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ

う
、安
全
に
工
事
を
終
わ
ら
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。

清水建設株式会社
藤野 晃監理技術者

木場トンネル

　

砂
埃
や
重
機
音
、交
通
安
全
な
ど
、地
元
住
民

の
方
の
ご
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、施
工

者
全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。長
崎
の
皆
さ
ん
は
、便
利
な
新
幹
線
が
通
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。新
幹

線
工
事
に
携
わ
る
者
と
し
て
そ
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、鉄
道
・
運
輸
機
構
と
施
工
者
が
一
丸
と

な
っ
て
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。日
々
慎
重
に
工
事
を
進
め
、新
幹
線
開
通

後
は
大
村
市
も
地
域
活
性
化
の
波
に
乗
れ
る

よ
う
、工
期
に
間
に
合
わ
せ
て
良
い
も
の
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

青木あすなろ建設株式会社
豊満 俊一所長

大村車両基地
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
高
架
橋
を
施
工
す
る
こ

の
工
区
で
す
が
、思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
な
い
よ

う
に
徹
底
し
た
管
理
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。高

架
橋
で
重
要
な
要
素
の
一
つ
が
、美
観
と
耐
久

性
に
関
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
、品
質
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

30
年
、40
年
後
を
見
通
し
て
、補
修
が
少
な
い

丈
夫
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、常
に
問
題
意
識

を
持
ち
、改
善
に
向
け
て
ま
い
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

青木あすなろ建設株式会社
片岡 孝文所長

竹松高架橋

多
い
場
合
は
、セ
メ
ン
ト
や
石
灰
な
ど
の

乾
燥
材
を
使
用
す
る
な
ど
、し
っ
か
り
と

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
使
用
し
て
い
る
。

「
盛
土
に
適
し
た
土
を
毎
回
30
㎝
ず
つ
積

み
上
げ
、最
終
的
に
は
約
７
ｍ
の
高
さ
に

し
ま
す
。現
在
、土
を
運
ん
で
く
る
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
の
進
入
路
は
１
本
。今
の
と

こ
ろ
は
、２
工
区
の
ず
り
の
み
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、今
後
は
構
造
物
か
ら
発
生

し
た
も
の
も
含
め
て
残
土
が
他
工
区
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
集
ま
っ
て
き
ま
す
。で
す

か
ら
、土
を
運
ぶ
ル
ー
ト
や
次
々
に
搬
入

す
る
車
両
に
対
応
で
き
る
進
入
路
の
確

保
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。車
両
基
地

の
工
事
が
滞
る
と
、他
の
工
程
に
も
影
響

が
出
る
の
で
一
段
と
緊
張
感
が
あ
り
ま

す
ね
」と
窪
田
所
長
。

　

外
部
か
ら
は
難
し
さ
が
見
え
づ
ら
い

盛
土
工
事
だ
が
、窪
田
所
長
の
話
を
聞
い

て
他
の
構
造
物
工
事
に
は
な
い
大
変
さ

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

本
音
は
雑
談
を
重
ね
て
こ
そ

現
れ
る

　
「
ど
ん
な
に
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
も
、こ

の
広
い
エ
リ
ア
を
す
べ
て
把
握
す
る
の

は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
よ
」と
窪
田
所
長

は
笑
う
。同
建
設
所
は
、複
数
の
目
で
工

事
全
体
を
見
る
こ
と
で
、ミ
ス
の
芽
を
早

め
に
摘
み
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う

だ
。そ
の
た
め
に
は
、一
歩
踏
み
込
ん
だ

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
で

あ
る
。

「
施
工
者
の
皆
さ
ん
は
、鉄
道
・
運
輸
機
構

の
仕
事
を
い
く
つ
も
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
。し
か
し
、任
せ
き

り
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
怠
る

と
、さ
さ
い
な
ミ
ス
を
見
逃
し
て
し
ま
い

ま
す
。こ
れ
は
施
工
者
に
限
ら
ず
、建
設

所
職
員
に
対
し
て
も
言
え
る
こ
と
。そ
う

な
ら
な
い
よ
う
に
、私
は
普
段
か
ら
所
長

室
の
ド
ア
を
開
け
放
し
、会
話
が
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。

所
長
室
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
人
が
い
れ

ば
、で
き
る
だ
け
自
ら
近
寄
っ
て
話
し
か

け
、た
わ
い
も
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
ま

す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、そ
の
人
が
抱
え
て

い
る
工
事
の
悩
み
や
課
題
な
ど
を
自
然
と

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

こ
の
区
間
は
市
街
地
を
通
る
の
で
、地

元
住
民
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
。同
建
設

所
で
は
、定
期
的
に
実
施
す
る
説
明
会
や

見
学
会
で
顔
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、要
望
や
指
摘
が
あ
れ
ば
す
ぐ

さ
ま
そ
の
住
民
の
所
に
赴
き
、直
接
話
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。た
し
か
に
、顔

と
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
気
持
ち
が
伝
わ
る

し
、真
摯
な
態
度
に
住
民
も
安
心
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

九
州
新
幹
線（
西
九
州
ル
ー
ト
）の
計
画

が
発
表
さ
れ
て
40
年
以
上
。地
元
住
民
が
待

ち
望
ん
で
い
た
新
幹
線
が
大
村
市
を
通
る

日
は
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。「
待
っ
て

ま
し
た
！
」と
喜
ぶ
地
元
住
民
の
期
待
を
背

に
、今
日
も
工
事
は
丁
寧
に
進
め
ら
れ
て
い

る
。

（
取
材
日　

平
成
28
年
２
月
８
日
）



鉄道・運輸機構だより　No.49　2016 Spring19

一般社団法人 大村市観光コンベンション協会 会長　酒井 辰郎さん

ーー大村市はどのような町ですか。
　長崎県のちょうど真ん中に位置する自然豊かな大村
市は、もともと肥前大村藩２万７千石の城下町として栄
えていました。今でも市内には、日本初のキリシタン大
名「大村純忠」の史跡や、鎖国下で外国の情報を日本に伝
えた情報路「長崎街道」など、歴史的な雰囲気が色濃く残
されています。
　現在は、穏やかな大村湾に浮かぶ世界初の海上空港
「長崎空港」をはじめ、鉄道、バス、船舶といった交通機関
が充実しており、長崎市や佐世保市のベッドタウンとし
ても機能しています。また、災害発生率が非常に低いこ
とからも、住みやすい町として大注目のエリア。転勤者
がこの地を気に入り、他県から移り住む人も少なくあり
ません。県内でも人口が増えている地区は珍しく、これ
も大村市の大きな特徴といえるでしょう。

ーー大村市のおすすめは何でしょうか。
　大村市は、「花のまち」といわれるほど、春から秋にか
けて多くの花が市内を彩ります。とりわけ、３月から６月
にかけて大村公園一帯に咲き乱れる21種類約2,000本の桜
と、約30万本の花菖蒲は圧巻です。同時期には、市街地か
ら少し離れた場所にある落差30mの「裏見の滝」周辺で、
シャクナゲ40種類6,000本も開花します。花に染まった大
村を散策しながら、名物のほんのり甘い押し寿司「大村寿
司」を食す――そんな楽しみ方もおすすめです。
　また、夏に開催する「おおむら夏

なごし

越花火大会」は一見の
価値あり。大村湾に浮かぶ臼島、長崎空港、箕島大橋を

バックに、30分で3,000発の
花火が打ち上げられる光景
は見ごたえ十分です。

暮らしに寄り添いながら発展し続ける
花と歴史の町・大村市

日本さくら名所百選に選ばれた大村公園では貴重な国指定天然記念物
「オオムラザクラ」を見ることができる

Interview

『おおむら夢ファーム シュシュ』でつ
くった「黒田五寸人参」のジュース（左）
とジャム（右）。大村の黒土で育ったこ
のにんじんは、肉質が柔らかく甘いの
が特徴だ。

グ ル メ 情 報

ーー九州新幹線に期待することをお聞かせください。
　交通の利便性が良い大村市ですが、一方で自然や歴史
などの観光資源を十分に活用できていないことから“通
過都市”の側面がありました。しかし、九州新幹線が開通
することにより、空港・インターチェンジ・新幹線と「三
種の神器」が揃った交通交流拠点になります。
　国内外からの観光客増加につなげるためには、それを
最大限に活かすことが重要な課題となるでしょう。
　そこで、ぜひ取り組みたいのが周辺地域との連携です。
「有明海」・「橘湾」・「大村湾」に囲まれた海の幸豊かな諫
早市や全国的にも有名な温泉郷である嬉野市・武雄市、
やきものの町	波佐見町など、それぞれの地域資源を活か
すことで着地型観光とコンベンション誘致を実現でき
ると考えています。
　観光コンベンション協会としても、これまで開催した
多くのスポーツ大会で培ったノウハウを活かしてス
ポーツコンベンションの充実を図るとともに、外国人観
光客も視野に入れ、花と歴史ある城下町としての「和」を
押し出した観光資源を整えるなど、さまざまな取り組み
を実施していく予定です。
　今後は、新幹線と連携しながら大村市を盛り上げてい
ければと思います。

大村純忠がローマに派遣し
た天正遣欧少年使節のから
くり時計「天正夢時計」 おおむら夏越花火大会
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“
袖
触
れ
合
う
ご
縁
”の
連
続

　

旅
に
は
予
期
し
な
い
こ
と
が
あ
る
が
、今
回
は
い
き
な
り
思

い
が
け
な
い
こ
と
が
続
い
た
。

　

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
の
黒
崎
駅
構
内
で
食
事
を
し
て
い
る
と
、

傍
ら
の
年
配
男
性
客
が「
筑
鉄
に
乗
る
な
ら
木こ

や
の
せ

屋
瀬
駅
で
降
り

て
長
崎
街
道
を
楽
し
み
な
さ
い
」と
声
を
掛
け
て
き
た
。そ
の
ひ

と
に
は
取
材
中
に
ま
た
出
会
い
、こ
ん
ど
は
い
く
つ
か
の
駅
名

由
来
な
ど
を
教
え
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、同
じ
場
所
で
別
の
人
に「
希
望
が
丘
高
校
前
駅
の
世

界
文
化
遺
産
を
見
た
ほ
う
が
い
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

食
事
を
済
ま
せ
た
足
で
少
し
離
れ
た
筑
鉄
の
黒
崎
駅
前
駅
に

行
き
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
、今
度
は
数
人
の
大
学
生
に
囲
ま

れ
、「
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
鉄
道
に
乗
ろ
う
」と
言
わ
れ
た
。

腰
を
曲
げ
た
、遠
来
の
老
人
を
励
ま
し
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、

実
は
こ
の
言
葉
、先
年
鬼
籍
に
入
っ
た
知
人
の
遺
本
の
タ
イ
ト

ル
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
う
な
っ
た
ら
今
回
は
い
つ
も
以
上
に“
沿
線
の
ひ
と
た
ち

任
せ
の
取
材
の
旅
”に
し
よ
う
と
決
め
た
。

底
知
れ
ぬ
ス
ケ
ー
ル
の
筑
豊
炭
田

　

旧
国
名
に“
筑
豊
”は
な
い
。筑
前
、筑
後
、豊
前
、豊
後
は
あ
る
。

福
智
山
、英
彦
山
に
囲
ま
れ
た
こ
の
一
帯
は
、明
治
初
期
か
ら
昭

和
51
年
頃
ま
で
の
約
１
０
０
年
間
に
約
８
億
ト
ン
の
石
炭
を
産

出
し
た
、我
が
国
屈
指
の
炭
田
だ
。筑
豊
は
旧
国
名
の
頭
文
字
を

使
っ
た
も
の
で
、石
炭
関
係
者
が
用
い
た
。今
な
お
約
24
億
ト
ン

の
埋
蔵
量
が
あ
る
と
い
う
か
ら
、そ
の
当
時
の
活
気
が
想
像
で

き
る
。

　

筑
豊
地
域
の
鉄
道
は
、Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
大
半
が
明
治
期
に
石

炭
輸
送
を
目
的
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
と
い
っ
て
い
い
。そ
の

　
１
０
０
万
都
市・北
九
州
市
の
一
角
に
営
業
キ
ロ
が
16
㎞
の
電
車
が
走
っ
て
い
た
。短
い
な
が
ら
複
線
で

あ
る
。利
用
者
は「
筑ち
く
て
つ鉄

」と
呼
ん
で
い
た
。沿
線
は
つ
い
先
ご
ろ
ま
で
筑
豊
炭
田
を
バ
ッ
ク
に
隆
盛
を
誇
っ

て
い
た
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
後
の
今
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
。そ
れ
で
も
利
用
者
の
夢
を
絶
や
す
こ
と
な
く

走
り
続
け
て
い
る
。

地方鉄道を訪ねて

寄 稿

筑
豊
電
気
鉄
道

福
岡
県



〈会社概要〉　
■本　　社　〒809－0022
　　　　　　福岡県中間市鍋山町１番６号
■設　　立　昭和26年（1951）２月15日
■営業開始　昭和31年（1956）３月21日
■払込資本　４億9,000万円　
■筆頭株主　西日本鉄道株式会社　比率100％
■代 表 者　代表取締役社長　川上 正治
■従 業 員　107名（役員除く）※平成28年２月末現在

〈路線〉　
■営業区間　黒崎駅前～筑豊直方間16.0㎞。全線複線。
　　　　　　駅数２１駅（無人駅）
■車  両 数　32両（2000形 12両、3000形 18両、5000形 ２両）
　　　　　　※平成28年２月末現在

鉄道・運輸機構の助成実績

■主な助成事業
　鉄道軌道近代化設備整備費補助事業（平成15～19年度）
　鉄道軌道輸送高度化事業費補助事業（平成20・21年度）
　踏切保安設備整備費補助事業（平成24年度）
■実　　績
　ＡＴＳの改良、制動装置の改良、落石防護設備の新設
　レールの重軌条化、踏切遮断機の新設

鉄道路線図

遠賀川橋梁走行中の5001号

川上社長
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筑豊電気鉄道株式会社

中
で
筑
豊
電
気
鉄
道（
愛
称
・
筑
鉄
）は
戦
後
生
ま
れ
。昭
和
31

（
１
９
５
６
）年
３
月
21
日
に
熊く
ま
に
し西（
当
時
は
貞さ
だ
も
と元
）～
筑
豊
中
間

間
７
・
３
㎞
を
営
業
開
始
し
た
も
の
で
、今
春
、開
業
60
周
年
を

迎
え
た
ば
か
り
だ
。

　
起
点
・
黒
崎
駅
前
で
の
西
鉄
と
筑
鉄
の
関
係

　

筑
鉄
は
戦
前
設
立
の
大
手
私
鉄
・
西
日
本
鉄
道
の
１
０
０
％

子
会
社
。西
鉄
は
早
く
か
ら
筑
豊
炭
田
地
帯
を
高
速
鉄
道
で
結

ぶ
こ
と
に
使
命
感
を
持
っ
て
い
た
。そ
れ
を
背
景
に
筑
鉄
が
敷

設
さ
れ
た
。

　

い
く
つ
か
の
変
遷
を
経
て
平
成
12（
２
０
０
０
）年
、熊
西
以

東
で
相
互
乗
り
入
れ
し
て
い
た
西
鉄
北
九
州
線
が
黒
崎
駅
前
～

折
尾
間
を
廃
止
し
た
。そ
れ
に
伴
い
筑
鉄
は
黒
崎
駅
前
～
熊
西
間

の
運
転
を
引
き
継
い
だ
。従
っ
て
、平
成
12
年
か
ら
27
年
２
月
ま

で
の
間
、こ
の
区
間
は
西
鉄
が
第
三
種
鉄
道
事
業
者
、筑
鉄
は
第

二
種
鉄
道
事
業
者
と
な
っ
た
。さ
ら
に
平
成
27
年
３
月
に
会
社
分

割
し
、現
在
は
筑
鉄
が
第
一
種
鉄
道
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

筑
鉄
の
黒
崎
駅
前
駅
は
複
合
施
設「
コ
ム
シ
テ
ィ
」の
一
階
に

あ
る
。ビ
ル
に
は
八
幡
西
区
役
所
な
ど
の
行
政
機
関
や
飲
食
・
小

売
業
な
ど
の
商
業
施
設
も
入
っ
て
い
て
、電
車
・
バ
ス
と
の
連
絡

も
便
利
だ
。

　

川
上
正
治
社
長
は「
電
車
ま
つ
り
の
開
催
や
黒
崎
よ
さ
こ
い

祭
り
へ
の
協
力
な
ど
沿
線
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
心
掛
け
て
い

る
が
、沿
線
地
域
の
皆

さ
ま
の
協
力
姿
勢
に

も
熱
い
も
の
を
感
じ

て
い
ま
す
。短
い
路
線

で
あ
っ
て
も
活
気
の

あ
る
鉄
道
に
努
め
て

い
ま
す
」と
話
す
。

黒
崎
駅
前

萩
原
穴
生

西
黒
崎

熊
西

森
下

西
山

東
中
間

今
池
永
犬
丸

希
望
が
丘
高
校
前

遠
賀
野

感
田

楠
橋

木
屋
瀬

三
ヶ
森

筑
豊
香
月

新
木
屋
瀬

通
谷

筑
豊
中
間

筑
豊
直
方
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利
用
者
が
教
え
て
く
れ
た
駅
名
の
面
白
さ

　

筑
豊
炭
田
の
活
動
が
盛
ん
な
当
時
の
話
を
耳
に
し
て
い
た
の
で
、そ
れ

ほ
ど
言
う
な
ら
俗
に
言
う“
ボ
タ
山
”も
残
っ
て
い
る
と
思
っ
た
が
大
間
違

い
だ
っ
た
。萩
原
以
西
は
丘
陵
地
に
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
た
。

　

車
中
で
、Ｊ
Ｒ
黒
崎
駅
で
出
会
っ
た
人
と
再
会
し
た
。終
点
の
筑ち

く
ほ
う
の
お
が
た

豊
直
方

ま
で
行
く
と
い
う
。甘
え
つ
い
で
に
ボ
タ
山
に
つ
い
て
尋
ね
る
と「
ボ
タ
山

は
道
路
工
事
や
採
炭
時
に
陥
没
し
た
穴
埋
め
に
使
わ
れ
た
。残
っ
た
山
も

年
月
が
過
ぎ
て
木
が
生
え
、そ
れ
と
は
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
」と
教
え

て
く
れ
た
。

　

そ
こ
か
ら
駅
名
由
来
な
ど
を
案
内
し
て
く
れ
た
。確
か
に
難
読
に
近
い

も
の
が
あ
っ
た
の
で
、そ
の
親
切
さ
に
心
が
弾
ん
だ
。わ
ず
か
30
分
程
度
の

ひ
と
時
は
、旅
の
醍
醐
味
そ
の
も
の
に
感
じ
た
の
で
、少
し
長
く
な
る
が
、

メ
モ
を
そ
の
ま
ま
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

○
穴あ

の
お生　

	
「
筑
鉄
開
業
と
同
時
に
開
設
さ
れ
た
。黒
崎
へ
出
る
の
に
萩

原
か
ら
山
越
え
し
た
が
、今
は
国
道
三
号
線
な
ど
の
交
通

の
要
衝
」

○
永え

い
の
ま
る

犬
丸　

	

「
大
昔
か
ら
歴
史
と
文
化
が
開
け
た
所
で
、貝
塚
や
古
墳
跡

が
あ
る
。犬
を“
の
”と
読
ん
だ
の
か
な
」

○
通と

お
り
た
に
谷　

	

「
駅
周
辺
は
炭
坑
が
陥
没
し
て
で
き
た
池
だ
っ
た
。今
は
ビ

ル
も
目
立
っ
て
様
変
わ
り
」

○
筑ち

く
ほ
う
な
か
ま

豊
中
間	

「
中
間
を“
ち
ゅ
う
か
ん
”と
読
む
旅
人
が
圧
倒
的
。選
炭
場

も
あ
っ
た
が
今
は
ス
ー
パ
ー
も
並
ん
で
立
派
な
町
並
み
に

様
変
わ
り
し
た
」

○
木こ

や
の
せ

屋
瀬	

「
散
策
が
お
勧
め
の
所
。江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で

き
る
感
じ
」

○
感が

ん
だ田	

「
こ
の
辺
り
に
は
ま
だ
田
畑
が
残
っ
て
い
る
。遠お
ん
が
が
わ

賀
川
に
も

近
い
。“
か
ん
た
”で
は
な
く
、“
が
ん
だ
”と
濁
る
。な
ぜ

か
は
調
べ
た
こ
と
が
な
い
」

○
筑ち

く
ほ
う
の
お
が
た

豊
直
方	

「
筑
鉄
は
福
岡
方
面
ま
で
延
伸
す
る
計
画
だ
っ
た
そ
う
だ
。

だ
か
ら
線
路
も
切
り
落
と
し
た
感
じ
の
ま
ま
。発
展
性
を

残
し
て
い
る
よ
う
で
楽
し
い
駅
だ
」

　

直
方
の
読
み
方
つ
い
て
は
諸
説
紛
粉
。そ
の
一
つ
は
南
北
朝
の
戦
の
時

ま
で
遡
る
。遠
賀
川
を
挟
ん
で
東
側
に
武
士
方
の
足
利
尊
氏
、西
側
に
天
皇

（
王
）方
の
懐か

ね
な
が
し
ん
の
う

良
親
王
が
睨
み
あ
っ
た
。“
王
方
”の
言
い
回
し
が“
の
お
が

た
”に
な
ま
っ
た
ら
し
い
。

　

別
れ
際
に
、彼
は「
元
炭
鉱
関
係
者
の
筑
鉄
フ
ァ
ン
」と
だ
け
言
い
残
し
た
。

長
崎
街
道
で
シ
ー
ボ
ル
ト
に
出
会
う
？

　

木
屋
瀬
駅
前
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
近
く
に
須
賀
神
社
と
長
崎
街
道
が
あ
る

と
聞
い
た
。「
筑
鉄
沿
線
を
歩
く
な
ら
ぜ
ひ
訪
ね
て
ほ
し
い
」と
誘
わ
れ
、

行
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
。特
に
江
戸
幕
府
が
東
海
道
な
ど
五
街
道
と
共
に

整
備
し
た
脇
街
道
の
一
つ
、長
崎
街
道
は
坂
本
龍
馬
や
西
郷
隆
盛
、シ
ー
ボ

ル
ト
な
ど
が
歩
い
た
時
代
の
雰
囲
気
を
そ
こ
こ
こ
に
残
し
て
い
る
。町
な

か
の“
北
九
州
市
立
長
崎
街
道
木
屋
瀬
宿
記
念
館
”は
歴
史
・
文
化
・
民
俗
を

一
挙
に
楽
し
め
る
。街
道
の
東
方
起
点
の
黒
崎
駅
近
く
に
も
長
崎
街
道
の

東
構
口
や
黒
崎
城
跡
な
ど
を
楽
し
め
る
個
所
は
あ
る
が
、旅
時
間
を
有
効

に
使
い
た
い
向
き
に
は
最
適
の
所
と
感
じ
た
。

世
界
文
化
遺
産
の
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室

　

昨
年
７
月
、中
間
市
の「
遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
」が
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
受
け
た
。明
治
時
代
の
日
本
躍
進
に
力
を
示
し
た
八
幡
製
鐵
所
関

連
資
産
と
あ
わ
せ
て
登
録
さ
れ
た
施
設
だ
が
、今
も
稼
働
し
て
い
る
の
で

内
部
見
学
は
で
き
な
い
。希
望
が
丘
高
校
前
駅
で
下
車
し
て
10
分
程
の
所

に
ツ
タ
を
絡
ま
せ
た
煉
瓦
造
り
の
ポ
ン
プ
室
が
あ
っ
た
。裏
手
の
遠
賀
川

で
大
掛
か
り
な
河
川
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、あ
ら
た
め
て
現
役

の
様
子
に
頷
け
た
。

　

こ
れ
は
産
業
観
光
と
し
て
ぜ
ひ
と
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。明
治
43
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穴
あ の う

生地区まちづくり協議会
会長

村田 昌国さん

地方鉄道を
訪ねて

寄 稿 福岡県
筑豊電気鉄道

（
１
９
１
０
）年
に
完
成
し
た
も
の
だ
が
、建
屋
設
計
の
舟
橋
喜
一
は
迎
賓

館
や
奈
良
国
立
博
物
館
の
工
事
に
も
携
わ
っ
た
人
物
。国
際
交
流
が
盛
ん

に
な
る
ほ
ど
に
産
業
と
観
光
を
結
び
付
け
る
地
域
活
動
は
必
要
不
可
欠

に
な
る
。

必
見
の
直
方
市
石
炭
記
念
館

　

直
方
市
石
炭
記
念
館（
八
尋
孝
司
館
長
）は
、筑
豊
炭
田
の
成

立
経
過
を
知
る
格
好
の
所
だ
。筑
豊
直
方
駅
か
ら

離
れ
、Ｊ
Ｒ
直
方
駅
に
近
い
が
、筑
鉄
沿
線
の

歴
史
を
追
う
た
め
に
は
訪
ね
た
い
。

　

明
治
43
年
８
月
炭
鉱
経
営
者
で
組
織
し
た

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
直
方
会
議
所
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、直
方
市
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　

鉄
道
フ
ァ
ン
に
も
評
判
の

コ
ッ
ペ
ル
32
号
や
Ｃ
11	

１
３
１
号
の
蒸
気
機
関
車

が
待
ち
受
け
て
い
る
。炭
鉱

と
鉄
道
、そ
し
て
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
追
う
に
は
時
間
が
少
な
い
く
ら

い
の
内
容
だ
。

　

筑
豊
電
気
鉄
道
の
終
点
は
筑
豊
直
方
駅
。確
か
に
駅
舎
は
高
架
線
を
西

方
向
へ
延
伸
さ
せ
て
も
お
か
し
く
な
い
ス
タ
イ
ル
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

記
念
館
の
資
料
は
今
後
の
新
し
い
筑
鉄
の
展
開
に
活
か
さ
れ
て
い
く
か
も

し
れ
な
い
。

３
月
か
ら
ワ
ン
マ
ン
運
転
開
始

　

取
材
後
、筑
鉄
か
ら「
ワ
ン
マ
ン
開
始
」の
知
ら
せ
を
受
け
た
。す
で
に
３

月
12
日（
土
）の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
平
日
の
朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
を
除
く
時
間

帯
に
実
施
し
て
い
る
。大
き
な
理
由
は
、言
う
ま
で
も
な
く
輸
送
人
員
の
減

少
で
平
成
26
年
度
は
４
７
４
万
７
千
人
と
20
年
前
の
平
成
７
年
当
時
の
約

50
％
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。経
営
を
維
持
し
な
が
ら
安
全
・
安
心
の
旅
客
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、止
む
を
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
意
識
し
た
低
床
式
車
両
５
０
０
０
形
の
登
場
な
ど
車
両
整
備
策
は

そ
の
対
策
の
一
環
。

　

新
し
い
時
代
要
請
に
応
え
よ
う
と
、小
さ
い
鉄
道
は
今
日
も
走
り
続
け

て
い
る
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

平
野	

雄
司
）

　村田さんの活動範囲は、駅名でいえば、萩原、穴生、
森下３駅の一帯が対象。各駅の年間乗降人員（平成
26年度）は、穴生駅が約45万3,000人で全駅21駅
中の第６位、萩原駅は約41万1,000人で第７位、森
下駅も約18万6,000人と多い。活動拠点は穴生駅近
くの北九州市立穴生市民センターで、席を温めるこ
ともできないようすだ。
　開口一番、「明治初めころのこの辺りの人口は
80戸、400人程度だった。今は約１万1,500人。　
その交通網にとって一番大事な足となるのは筑鉄」
と明言する。それだけに行政にも提言を忘れないし、
筑鉄にも側面支援を絶やさないでいる。
　穴生駅は高架駅である。年々、利用者からエレ
ベーターの必要性を訴える声が高まっている。「し
かし、小さな筑鉄に工事費一切を任せて設備してと
いうわけにはいかない」と行政に要請を重ねきた。
尽力は実り、まず上りホーム用を完成させ、目下、今
夏完成を目途に下りホーム側のプランが進行され
ている。　「そのことが筑鉄の健全経営につながれ
ば、我々の足も確保されることになるから、労を厭
うことはありません」。
　利用者誘致策にも積極的。18年間も続いている

『散歩クラブ活動』は、毎週月曜日から金曜日まで所
定のコースを連れだって歩きながら会話を楽しめ
る。それが魅力になって参加人員は年間延べ約１万
人に達している。
　「そうした中で筑鉄のイベントＰＲなどの情報交
換も行われています。知っているようで知らずにい
た事柄を再発見できたと評判になっています。まさ
に地域活動の原点がここにあると思っています」と
笑顔を見せる。
　駅に『市民だより』（タブロイド版）が掲示され
ている。記事には事欠かないそうで、それだけ沿線
市民の“情報源”の役をしていることになる。無人の
感
が ん だ

田駅で「たとえば納涼電車の案内などは楽しみで
すねえ」と話す利用者もいた。
　いろいろと手を尽くす村田さんには、席を温める
余裕が少ないのだ、と改めて承知した。

穴生駅構内
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「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」に
よ
る
鉄
道
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

01
T O P I C S

「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

に
よ
る
支
援
の
流
れ

　
「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」に
よ
る
支
援

は
、上
図
に
示
す
と
お
り
、鉄
道
事
業
者
や
地

方
自
治
体
な
ど
か
ら
の
要
請
を
受
け
、鉄
道

の
建
設
や
調
査
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る

鉄
道
建
設
本
部
お
よ
び
各
種
鉄
道
助
成
業
務

を
通
じ
て
地
域
鉄
道
の
情
報
を
有
す
る
鉄
道

助
成
部
と
連
携
し
な
が
ら
、企
画
調
査
部
鉄

道
総
合
支
援
課
が
窓
口
と
な
り
、さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
対
し
て
無
償
で
ア
ド
バ
イ
ス
・
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」に
は
大
き
く
分

け
て
、鉄
道
施
設
な
ど
に
関
す
る
支
援（
ハ
ー

ド
）と
交
通
計
画
支
援
シ
ス
テ
ム（GRA

PE

）

に
よ
る
資
料
提
供
や
鉄
道
助
成
制
度
の
情
報

提
供
な
ど
に
よ
る
支
援（
ソ
フ
ト
）の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
事
業
者
や
地
方
自
治
体
の
皆
様
が
、

鉄
道
に
関
す
る
問
題
や
疑
問
が
発
生
し
た
時

に
、「
と
り
あ
え
ず
相
談
を
し
た
い
が
費
用

を
抑
え
た
い
」「
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
誰
に

聞
い
た
ら
よ
い
も
の
か
」な
ど
と
い
っ
た
場

面
で
、気
軽
に
相
談
や
利
用
が
で
き
る「
町
医

者
」を
念
頭
に
日
々
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
車
両
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
時

期
の
基
準
は
あ
る
の
か
」と
い
っ
た
ハ
ー
ド

鉄道施設などに関する支援（ハード）

　鉄道構造物など…鉄道構造物の補修、管理などについてアドバイス（必要に応じて現地訪問）

交通計画支援システム（GRAPE）の活用、鉄道助成制度の情報提供などによる支援（ソフト）

　沿線状況の分析…交通計画支援システム（GRAPE）を用いた線路周辺の状況の分析資料
 などの提供
　鉄道助成…………鉄道助成制度の補助メニューなどに関するアドバイス

・鉄道構造物の老朽化が激しい
・トンネル覆工からの漏水がひどい
・安全な運行を続けるため施設を新しくしたい
・地域公共交通の確保、維持などの取り組みのため、
 まず、自社路線を取り巻く状況を把握したい

鉄道総合支援課鉄道助成部 鉄道建設本部

要請

回答

鉄道ホームドクターの
概 要

解 決

連携協力 連携協力

　

地
域
鉄
道
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、少
子
高
齢
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

進
展
な
ど
に
伴
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
ン
ネ
ル
や
橋
り
ょ

う
な
ど
の
鉄
道
施
設
の
老
朽
化
お
よ
び
団
塊
世
代
の
退
職
、要
員
不
足
に
よ
る
鉄
道

技
術
の
維
持
・
継
承
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、鉄
道
・
運
輸
機
構
で
は
、こ
れ
ま
で
の
鉄
道
建
設
の
経
験

に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、鉄
道
事
業
者
や
地
域
鉄
道
を

支
え
る
地
方
自
治
体
の
皆
様
が
日
頃
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
に
向

け
た「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」と
呼
ば
れ
る
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
調
査
部

　

鉄
道
総
合
支
援
課
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や
ソ
フ
ト
以
外
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し

て
は
、国
や
各
地
の
鉄
道
事
業
者
お
よ
び
技

術
的
な
協
会
・
団
体
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

鉄
道
施
設
等
に
関
す
る
支
援

（
ハ
ー
ド
）

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
ひ
び
割
れ
補
修

や
耐
震
補
強
、路
盤
の
補
強
計
画
、腐
食
し
た

木
ま
く
ら
ぎ
の
交
換
計
画
、信
号
保
安
設
備

な
ど
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
計
画
な
ど
、鉄

道
構
造
物
の
補
修
や
管
理
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」で
は

必
要
に
応
じ
て
無
償
で
現
地
に
出
向
い
て

調
査
し
、状
況
に
あ
っ
た
工
法
や
材
料
な
ど

を
紹
介
す
る
ほ
か
、条
件
に
合
う
補
助
制
度

な
ど
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

交
通
計
画
支
援
シ
ス
テ
ム

（G
R
A
P
E

）を
活
用
し
た

支
援
な
ど（
ソ
フ
ト
）

　

当
機
構
で
所
有
す
る
交
通
計
画
支
援
シ
ス

テ
ム（GRA

PE

）に
よ
り
、国
勢
調
査
や
国
、

地
方
自
治
体
が
公
表
し
て
い
る
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
な
ど
の
統
計
情
報
を
活
用
し

て
、地
域
の
人
口
や
鉄
道
の
利
用
状
況
を
ビ

ジ
ュ
ア
ル
化
し
た
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、鉄
道
事
業
者
の
沿
線
地
域

の
状
況（
人
口
分
布
、通
勤
・
通
学
目
的
の
流

動
実
態
）を
効
率
的
に
検
討
・
分
析
す
る
こ

と
が
で
き
、路
線
の
再
生
・
活
性
化
の
検
討

や
経
営
の
判
断
材
料
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。（
注
）

　

ま
た
、鉄
道
助
成
部
が
担
当
す
る
鉄
道
助

成
業
務
と
も
連
携
を
図
り
、助
成
制
度
の
補

助
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
の

ほ
か
、国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
な
ど
も

併
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）需
要
予
測
を
行
う
な
ど
、高
度
な
分
析
に
つ
い
て
は

　
　

有
償
と
な
り
ま
す
。

ハード

ソフト

軌道路盤
14%

橋りょう
17%

トンネル
7%電気

関係
10%

グレープ
16%

その他
26%

助成関係
10%

「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」の

利
用
状
況

　

当
機
構
で
は
、「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

を
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、現
在
ま
で
の
分
野
別
の
利
用
状
況
は
下

図
の
よ
う
に
、ハ
ー
ド
が
1/2
、ソ
フ
ト
と
そ
の

他
が
そ
れ
ぞ
れ
1/4
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
に
か
か
わ
ら
ず
、鉄
道
全

般
に
わ
た
っ
て
何
か
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、無
償
で
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、お
気
軽
に「
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク

タ
ー
」の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鉄道・運輸機構　企画調査部鉄道総合支援課
TEL：045-222-9016　FAX：045-222-9090

「鉄道ホームドクター」についてのお問合せ先

▶鉄道ホームドクター
　分野別利用状況
※その他とは車両更新、
路線延伸計画などの相
談となっています。

02. GRAPEによる沿線人口の分析図

01. 現地での対応状況
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新小樽（仮称）

札幌倶知安
長万部

新八雲（仮称）
新函館北斗

木古内

奥津軽いまべつ

新青森
八戸

盛岡

RAILWAY

ＪＲTT TOPICS

北
海
道
新
幹
線　

新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間　

３
月
26
日
開
業

02
T O P I C S

　

北
海
道
新
幹
線	

新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間（
約

１
４
９
㎞
）は
、平
成
17
年
４
月
27
日
に
工
事
着
手
し

て
以
来
、当
機
構
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
各
種
技

術
の
粋
を
結
集
し
て
、総
力
を
挙
げ
て
建
設
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、３
月
26
日
、着
工
以
来
約
11
年
の
歳
月
を

経
て
、無
事
開
業
を
迎
え
、こ
の
開
業
に
よ
り
新
幹
線

が
初
め
て
津
軽
海
峡
を
渡
り
北
海
道
ま
で
つ
な
が
る

だ
け
で
は
な
く
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
新
幹
線
で

往
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
幹
線
は
新
函
館
北
斗
駅
と
東
京
駅
を
最

新函館北斗駅 （北村理事長挨拶）

（石井国土交通大臣挨拶）

木古内駅
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速
で
４
時
間
２
分
で
結
び
、ま
た
、接
続
列
車
の
函
館

ラ
イ
ナ
ー
を
使
う
と
函
館
・
東
京
間
は
最
短
で
４
時

間
29
分
と
、こ
れ
ま
で
よ
り
53
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
開
業
し
た
北
海
道
新
幹
線
は
一
部
区
間
で
貨

物
列
車
と
レ
ー
ル
を
共
用
し
、海
底
ト
ン
ネ
ル
と
し

て
世
界
最
長
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
走
行
す
る
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。こ
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
は
当
機

構
の
前
身
で
あ
る
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て
工

事
が
行
わ
れ
、当
時
全
長
約
54
㎞
に
お
よ
ぶ
海
底
ト

ン
ネ
ル
は
世
界
的
に
も
例
が
な
く
、そ
の
工
事
は
海

底
の
水
圧
と
軟
弱
な
岩
盤
と
の
戦
い
で
し
た
。そ
の

中
で
、工
事
に
必
要
な
様
々
な
新
し
い
技
術
が
開
発

さ
れ
、構
想
か
ら
約
半
世
紀
の
歳
月
を
経
て
青
函
ト

ン
ネ
ル
は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
業
当
日
は
、新
し
く
開
業
す
る
新
函
館
北
斗
駅
、

木
古
内
駅
、奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅
を
含
む
東
京
ま
で

の
７
駅
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
北
海
道
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
主
催

に
よ
る
一
番
列
車
を
見
送
る
出
発
式
が
行
わ
れ
、当

機
構
も
北
村
理
事
長
を
は
じ
め
関
係
役
職
員
が
出
席

い
た
し
ま
し
た

　

式
典
で
は
主
催
者
お
よ
び
来
賓
挨
拶
の
あ
と
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
開
き
な
ど
が
行
わ
れ
、出

発
の
合
図
と
と
も
に
走
り
出
す
一
番
列
車
を
盛
大
に

見
送
り
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
後
行
わ
れ
た
し
ゅ
ん
功

開
業
式
・
祝
賀
会
に
は
、石
井
国
土
交
通
大
臣
、国
会

議
員
、地
元
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、こ
の
日
の
開
業

を
出
席
者
全
員
で
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
各
駅
の
外
で
地
元
が
主
催
し
た
催
し
物

や
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ

う
と
と
も
に
開
業
に
一
段
と
華
を
添
え
、記
念
す
べ

き
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

新青森駅

奥津軽いまべつ駅
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RAILWAY

JRTT TOPICS

北海道

しゅん功開業
及び祝賀会

青森

東京駅

仙台駅

盛岡駅
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共有船舶建造支援部　建造支援課

　

平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）、福
岡

県
福
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ

博
多
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
船
舶

関
係
事
業
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

当
機
構
の
土
屋
理
事
長
代
理
よ
り
受

賞
者
に
対
し
て
感
謝
状
と
記
念
品
の

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、機
構
の
業
務
遂
行
に
多

大
な
貢
献
、功
績
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
共
有
事
業
者
な
ど
に
対
し
て
毎

年
行
わ
れ
る
も
の
で
、今
年
度
は
、株

式
会
社
中
津
留
組（
本
社
：
大
分
県
津

久
見
市
）に
対
し
て
、機
構
の
賞
罰

審
査
委
員
会
の
答
申
を
得
て
表
彰
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、表
彰
式
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
た
一
般
社
団
法
人
船
舶
整
備
共

有
船
主
協
会
の
西
部
５
地
区
合
同
会

員
懇
談
会
の
場
で
は
、土
屋
理
事
長

代
理
と
受
賞
者
お
よ
び
共
有
事
業
者

の
皆
様
方
と
、機
構
へ
の
期
待
や
共

有
建
造
事
業
へ
の
課
題
、こ
れ
か
ら

の
内
航
海
運
事
業
へ
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

平成27年度
船舶関係事業者表彰について03

T O P I C S

受賞者 株式会社中津留組
表彰理由 機構共有船を多数建造した共有事業者

01. 事業者表彰記念写真／02. パシフィックグローリー（㈱中津留組）

01

02

SHIPS

JRTT TOPICS
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ＪＲTT TOPICS

SHIPS

フェリーびざん

平成27年12月23日（水）、大分県佐伯市の佐伯重工業株式会
社において竣工したオーシャントランス株式会社との共有
旅客船。

総トン数　12,641トン
船　　種　旅客船兼自動車航送船
政策目的　二酸化炭素低減化船（先進二酸化炭素低減化船）
航　　路　北九州～徳島～東京

旅客船

新なぎさ２
平成28年１月29日（金）、愛媛県今治市の株式会社藤原造船
所において竣工した三洋汽船株式会社との共有旅客船。

総トン数　88トン
船　　種　旅客船兼自動車渡船
政策目的　離島航路に就航する船舶
航　　路　多度津～高見島～佐柳島

旅客船

辰
た つ は る ま る

春丸
平成28年２月18日（木）、大分県佐伯市の株式会社三浦造船
所において竣工した新友海運株式会社との共有貨物船。

総トン数　498トン
船　　種　一般貨物船
政策目的　二酸化炭素低減化船（高度二酸化炭素低減化船）
積　　荷　鋼材

貨物船

近
き ん り ゅ う ま る

竜丸
平成28年１月25日（月）、愛媛県今治市の株式会社新来島波
止浜どっくにおいて竣工した近海タンカー株式会社との共
有貨物船。

総トン数　4,213トン
船　　種　油送船兼ケミカルタンカー
政策目的　二酸化炭素低減化船（高度二酸化炭素低減化船）
積　　荷　白油・黒油・キシレン等

貨物船

絆
は ん え い ま る

永丸
平成27年12月８日（火）、大分県佐伯市の株式会社三浦造船
所において竣工したアジアパシフィックマリン株式会社お
とび株式会社ジェネックとの共有貨物船。

総トン数　5,843トン
船　　種　セメント専用船
政策目的　二酸化炭素低減化船（先進二酸化炭素低減化船）
積　　荷　セメント

貨物船

竣
工
船
の
紹
介

04
T O P I C S

平
成
27
年
12
月
か
ら
平
成
28
年
２
月
の
間
に
機
構
で
は
新
し
い
共
有
船
５
隻
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

各
船
と
も
、国
の
運
輸
政
策
で
も
あ
る
環
境
に
や
さ
し
い
船
舶
や
物
流
効
率
化
に
寄
与
す
る
船
舶
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
交
通
と
日
本
の
物
流
を
支
え
て
い
ま
す
。



鉄道・運輸機構だより　No.49　2016 Spring31

「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

FAX番号　045-222-9089
　　　 鉄道・運輸機構 総務部広報課　　

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。今後の編集の参考とさせていただきますので、下記のアンケートに
ご協力ください。該当する項目にチェックのうえ、その理由などをご記入いただき、お手数ですが下記FAX番号までお送りください。

※ 個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

このページをコピーしてご使用ください

P.02 □ 巻頭言
P.04 □ 特集
  平成28年度事業概要
P.14 □ WORKING REPORT
  九州新幹線建設局 大村鉄道建設所
P.20 □ 寄稿 ～地方鉄道を訪ねて～ 「筑豊電気鉄道」

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つあげてください。１

 P.24～30 TOPICS
 □ 「鉄道ホームドクター」による鉄道事業者への支援について
 □ 北海道新幹線　新青森・新函館北斗間　３月26日開業
 □ 平成27年度船舶関係事業者表彰について
 □ 竣工船の紹介

ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

貴社名 お名前 年齢　　　歳

上記　 で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。２ １

今後とりあげてほしいテーマをお聞かせください。３

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。４

【編集後記】

　鉄道･運輸機構だより「春季号」をお届けします。
　４月といえば入学・入社と新しいスタートに向けて、希望に夢を
ふくらます時季です。そして、学生は新学期、社会人は新年度と1年
のスタートであるこの時期は、年間の計画を立ててそれに向け邁
進していく大事な時期でもあります。
　本号では最初に「特集」として平成28年度の事業概要を部門ごと
に紹介しています。そして「ワーキングレポート」では、平成20年
３月に着工した九州新幹線（西九州ルート）の工事を担当する大村
鉄道建設所にスポットを当て、最新の工事の模様をお伝えしてい
ます。
　「地方鉄道を訪ねて」は掲載を始めてから44回目を数えます。今

回は福岡県北九州市の黒崎駅前駅と直方市の筑豊直方駅を結ぶ延
長16㎞の筑豊電気鉄道を紹介します。関係者の皆様には、取材にご
協力いただきありがとうございました。
　最後の「トピックス」では、３月26日にしゅん功開業しました北
海道新幹線（新青森・新函館北斗）の開業セレモニーの様子を、いち
早くお伝えしています。その他には、当機構が有するノウハウを活
用した支援活動であります鉄道ホームドクターのご紹介や平成27
年度の船舶関係事業者表彰、新しい共有船の紹介など、今号は春一
番で最新の情報をお届けしています。
　平成28年度も引き続き「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただ
きますようよろしくお願いします。（広報課長)
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